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地区計画のルールブック 

 

地区整備計画の運用について 
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地区計画のルールブック 

 

 

 

   小田急団地地区地区計画 計画書  

   小田急団地地区地区計画 計画図  

   小田急団地地区地区計画 運用基準  

   「地区整備計画」の運用について  

   建築物の用途の制限  

   建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合の最高限度  

   建築物の敷地面積の最低限度  

   かき又はさくの構造の制限  

 

 



流山都市計画地区計画の決定（流山市決定） 

 

都市計画小田急団地地区地区計画を次のように決定する。 

名 称 小田急団地地区地区計画 

位 置 流山市十太夫及び駒木の各一部の区域 

面 積 約１．３ｈａ 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針 

地区計画の目標 

 

本地区は、流山市の中部、東武野田線豊四季駅の北西約

０．６ｋｍに位置し、既に施設整備が行われ、住宅地が形成

されている地区であり、地区周辺では土地区画整理事業が

予定されている。 

そこで、地区周辺と調和のとれた市街地を形成すること

から、本地区計画では、既成市街地である現状を踏まえ、戸

建住宅地としての環境の維持・保全及び形成を図ることを

目標とする。 

 

その他当該地区の整

備、開発及び保全に関

する方針 

 

本地区は、低層な住宅地として良好な市街地が形成され

ており、区画道路についても一定水準の整備がなされてい

ることから、その機能が損なわれないよう維持・保全を図る

とともに地区レベルの公園を定める。 

また、用途の混在や敷地の細分化を防止し、安全で魅力あ

るまち並みを創出するため、以下のような建築物等に関す

る整備方針を定め、快適で調和のとれた、ゆとりのある良好

な住環境の形成に努める。 

 

（１）建築物等の用途の制限。 

（２）建築物の延べ面積の敷地面積に対する割合の最高

限度 

（３）建築物の敷地面積の最低限度 

（４）かき又はさくの構造の制限 

 

 

 

 

 

 

 

流 山 市 告 示 第 ５ ９ 号 

平成１０年３月３１日決定 



地

区

整

備

計

画 

地区施設の配

置及び規模 
公園   約１００㎡ 

地区の 

区 分 

区分の

名 称 
住 宅 地 区 

区分の

面 積 
約１．３ｈａ 

建

築

物

に

関

す

る

事

項 

建築物等の 

用途の制限 

 

 次に掲げる建築物は建築してはならない。 

①共同住宅 

②寄宿舎又は下宿 

③長屋で３戸以上のもの 

④公衆浴場 

  

建築物の延べ面積

の敷地面積に対す

る割合の最高限度 

１０分の１２ 

建築物の敷地面積

の最低限度 
１３５㎡ 

かき又はさくの 

構造の制限 

 

道路沿いに設けるかき又はさくの構造は、次の各号に掲げる

ものとする。 

１ 生垣又は、これに類する植栽とする。 

２ フェンス又は、柵を設ける場合は、宅地地盤面から高さ

は、１．２ｍ以下とする。 

３ 塀を設ける場合は、コンクリート造又は、補強コンクリ

ートブロック造で、道路からの高さは１．２ｍ未満とす

る。 

  ただし、門柱、門袖にあっては、この限りでない。 

 

 

「区域及び地区施設の配置については計画図表示のとおり。」 

理 由  小田急団地地区において、住宅市街地としての環境の維持・保全及び形成を図

るため地区計画を決定する。 

 

 

  



 

 


















